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こ が もろかわ え ど も ろ かわ

　古河市立諸川小学校は、江戸時代前は茂呂河と呼ばれ、江戸時代の東

日光街道の諸川宿があった地に位置しています。諸川小学校の歴史をひ
と げんざい に れい とうぜん じ

も解くと、１８７３（明治６）年に現在の仁連「東漸寺」、１８７４（明治７）
ほうぞう じ がっぺい こう

年には現在の諸川「宝蔵寺」に開校、１９１６（大正５）年に合併して「幸
じまじんじょう

島尋常高等小学校」となり、自治体の合併で、１９５５（昭和�）年、「三

和町立諸川小学校」、２００５（平成�）年に、現在の「古河市立諸川小学

校」となりました。

　本校はこの歴史を大切にするとともに、子どもたちがオリジナルキャ

ラクターとして活動する「もったいないンジャー」や、さまざまな分野
かつやく まね

で活躍する人たちを招いたアントレプレナーシップ教育など新しい時代
そく おん こ ち しん

に即した教育に取り組んでいます。「温故知新」、歴史の上に新しいもの
そうぞう しぶ や まさ み

を創造していく学校が、古河市立諸川小学校です。（前教頭　渋谷雅美）

ポーズを決める「もったいないンジャー」

金澤陽茉莉

鈴木菜々子

もろかわ

　諸川小学校のオリジナルキャラクター「もったいな

いンジャー」によるＳＤＧｓへの取り組みは、「自分

たちができることから始めよう」を合言葉としていま

す。
かく さ じつ

　「いじめや不平等、格差」をなくすなど、�の目標実
げん か のう かんきょう

現を目指し、次の世代に持続可能な環境を残すため

に、私たち「もったいないンジャー」が日々、学校の中

で活動しています。�月のいばらき教育の日、�月の
じんけん かんしゃ

人権週間では、「ありがとう（感謝のことば）」の大切

さについて考えるプロモーションビデオを作成して、
しちょう

全校児童で視聴しました。「もったいないンジャー」は、
かなざわ ひ ま り すず き な な こ

今日も活動中です。 （２０２３年度卒業生　金澤陽茉莉、鈴木菜々子）
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こ が もろかわ

　古河市立諸川小学校は、「思いやり　笑
さ

顔の花咲く　諸川小」が合言葉です。先
わたし

生たちも私たちもいつも笑顔です。学校

の一番よいところは、この「笑顔」です。

笑顔があふれています。そんな学校で、楽

しく生活し学ぶことができて幸せです。
えんそう か

　学校行事が楽しみです。プロの演奏家による楽しい演

奏会、音楽とパントマイム教室、世界のキッチンから（日
し どう

本語指導教室の各国料理教室）、手形アート教室など、

ふ

本物と触れ合うことができました。諸川小は花でいっぱ
さいばい

いです。栽培委員会を中心に多くの児童がボランティア

として、パンジー、サルビア、マリーゴールドなどを植

え、季節ごとに花が咲くようにしています。

　私は、諸川小が大好きです。そして、諸川小は１５０周
むか

年を迎え、秋には記念行事を予定しています。私たち

は、今後もこの歴史を大切にしていきます。そして、私
つく

たち自身で、この大好きな諸川小学校を創っていきま
おおうち ひ な

す。 （２０２３年度卒業生　大内姫奈）

ゲストティーチャーの話を聞く児童たち

つく

　これからの社会を創っていく力を身に付けるために

アントレプレナーシップ教育に取り組んでいます。全
まね

学年でいろいろな職業のゲストティーチャーをお招き
きび よろこ

しています。働くことの大切さ、厳しさや喜びについて
えが

知り、自分の未来を描き、友達とアイデアを出し合い、

自分ができることを考え行動することを学びました。
はげ

　これからの変化の激しい未来社会を生き抜くために高い目標をもち、
さまざま かいけつ

みんなと協力して、様々な問題を解決したり、よりよい考えを創り上げ

たりしていく学習をしています。
き

　ゲストティーチャーのお話を聴くことで、「やってみよう」「試して
おそ

みたい」「知りたい」という思い、失敗を恐れないリーダーシップや多
し しつ のうりょく

様な人とコミュニケーションをとる力、「起業家的資質・能力」が身に
たかしま ら む

付いてきたと感じています。 （２０２３年度卒業生　高島羅夢）

◆校　長　前田　隆浩

◆児童数　４２９人

◆創　立　１８７３年

◆住　所　古河市諸川１０９７
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